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(57)【要約】
　内視鏡用流路切替弁ユニットは、第１の入力モードに
おいて第１の上流側流路と第１の空間部との間の連通を
遮断し、第１の入力モードから移動軸を中心として軸部
を所定の回動角度だけ回動させた第２の入力モードにお
いて第１の上流側流路と前記第１の空間部との間を連通
させるシール部材を備える。前記内視鏡用流路切替弁ユ
ニットは、前記第１の空間部と第２の空間部との間に設
けられ、前記第２の入力モードにおいて連通通路の前記
開口部が閉塞された場合に、前記第１の上流側流路を通
って前記第１の空間部に送られた第１の流体を前記第２
の空間部に送る第１の流路開閉部を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に中空部が形成されるシリンダー部と、
　前記中空部に挿入された状態で前記シリンダー部に取付けられ、シリンダー径方向につ
いて前記シリンダー部との間に複数の空間部が形成された状態で移動軸に沿って延設され
る軸部であって、前記シリンダー部に対して前記移動軸に沿って移動可能で、前記シリン
ダー部に対して前記移動軸を中心として回動可能な軸部と、
　前記中空部に向かって第１の流体を送る第１の上流側流路であって、前記空間部の１つ
である第１の空間部に、下流側端部が連通可能な第１の上流側流路と、
　前記中空部を通った前記第１の流体を送る第１の下流側流路であって、前記空間部の１
つであり、前記第１の空間部と連通可能な第２の空間部に、上流側端部が連通する第１の
下流側流路と、
　前記第１の空間部と外部との間を連通させ、開口部で前記外部に対して開口する連通通
路を前記軸部に規定する通路規定部と、
　前記シリンダー部に対して前記軸部と一体に回動可能な状態で前記シリンダー径方向に
ついて前記シリンダー部と前記軸部との間に設けられるシール部材であって、第１の入力
モードにおいて前記第１の上流側流路と前記第１の空間部との間の連通を遮断し、前記第
１の入力モードから前記移動軸を中心として前記軸部を所定の回動角度だけ回動させた第
２の入力モードにおいて前記第１の上流側流路と前記第１の空間部との間を連通させるシ
ール部材と、
　前記第１の空間部と前記第２の空間部との間に設けられ、前記第２の入力モードにおい
て前記連通通路の前記開口部が閉塞された場合に、前記第１の上流側流路を通って前記第
１の空間部に送られた前記第１の流体を前記第２の空間部に送る第１の流路開閉部と、
　を具備する内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項２】
　前記中空部に向かって前記第１の流体とは別の第２の流体を送る第２の上流側流路であ
って、前記複数の空間部の１つであり、前記第１の空間部及び前記第２の空間部に対して
連通が遮断される第３の空間部に下流側端部が連通する第２の上流側流路と、
　前記中空部を通った前記第２の流体を送る第２の下流側流路であって、前記第３の空間
部に上流側端部が連通する第２の下流側流路と、
　前記１の入力モード及び第２の入力モードにおいて前記第３の空間部での前記第２の上
流側流路と前記第２の下流側流路との間の連通を遮断し、前記第１の入力モード又は前記
第２の入力モードから前記移動軸に沿って前記軸部が所定の距離だけ移動した第３の入力
モードにおいて、前記第３の空間部で前記第２の上流側流路と前記第２の下流側流路との
間を連通させる第２の流路開閉部と、
　をさらに具備する請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項３】
　前記第１の流路開閉部は、前記第３の入力モードにおいて、前記連通通路の前記開口部
の閉塞状態に関係なく、前記第１の空間部と前記第２の空間部との間の連通を遮断する、
請求項２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項４】
　移動軸回り方向について前記軸部が前記シリンダー部に対して前記第１の入力モードで
の基準位置に位置する場合にのみ前記シリンダー部に対して前記軸部が着脱可能な状態に
、前記シリンダー部への前記軸部の着脱位置を設定する着脱位置設定部をさらに具備する
、請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項５】
　前記移動軸を中心として前記軸部と一体に前記シリンダー部に対して回動可能な中継部
材をさらに具備し、
　前記着脱位置設定部は、
　前記シリンダー部に前記移動軸に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
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　前記中継部材に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリンダー側
係合部を前記移動軸に沿って移動することにより、前記軸部及び前記中継部材を前記シリ
ンダー部に対して一体に着脱する部材側係合部であって、前記シリンダー部に対して前記
軸部が前記基準位置に位置する状態でのみ、前記移動軸回り方向について前記シリンダー
側係合部と係合可能な角度位置に位置する部材側係合部と、
　を備える、請求項４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項６】
　前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた状態で前記シリンダー部と前記軸部との間
を接続し、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた前記状態で前記基準位置から前記
軸部が前記シリンダー部に対して回動することにより、前記軸部を前記基準位置に戻す付
勢力を前記軸部に作用させるねじりバネをさらに具備し、
　前記着脱位置設定部は、
　前記シリンダー部に移動軸に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記ねじりバネの一端に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリ
ンダー側係合部を前記移動軸に沿って移動することにより、前記ねじりバネから前記付勢
力が作用しない前記軸部を前記シリンダー部に対して着脱するバネ側係合部であって、前
記ねじりバネから前記付勢力が作用しない前記軸部が前記シリンダー部に対して前記基準
位置に位置する状態でのみ、前記移動軸回り方向について前記シリンダー側係合部と係合
可能な角度位置に位置するバネ側係合部と、
　を備える、請求項４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項７】
　前記第１の入力モードでの基準位置と前記基準位置から前記所定の回動角度だけ回動し
た前記第２の入力モードでの最大回動位置との間で、移動軸回り方向について前記軸部が
前記シリンダー部に対して回動する状態に、前記軸部の回動範囲を規制する回動範囲規制
部をさらに具備する、請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項８】
　前記移動軸を中心として前記軸部と一体に前記シリンダー部に対して回動可能な中継部
材をさらに具備し、
　前記回動範囲規制部は、
　前記シリンダー部に前記移動軸回り方向に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記中継部材に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリンダー側
係合部を前記移動軸回り方向に移動することにより、前記移動軸を中心として前記軸部及
び前記中継部材を前記シリンダー部に対して一体に回動させる部材側係合部であって、前
記移動軸回り方向について前記軸部が前記基準位置に位置する第１の係合位置と前記軸部
が前記最大回動位置に位置する第２の係合位置との間の移動範囲でのみ、前記シリンダー
側係合部と係合する部材側係合部と、
　を備える、請求項７の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項９】
　前記回動範囲規制部は、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた状態で前記シリン
ダー部と前記軸部との間を接続し、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた前記状態
で前記基準位置から前記軸部が前記シリンダー部に対して回動することにより、前記軸部
を前記基準位置に戻す付勢力を前記軸部に作用させるねじりバネであって、前記基準位置
から離れる方向に前記最大回動位置から前記軸部が回動しない状態に、前記軸部に前記付
勢力を作用させるねじりバネを備える、請求項７の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１０】
　前記軸部は、前記外部に対して露出し、前記軸部を前記移動軸に沿って移動させる移動
操作及び前記移動軸を中心として前記軸部を回動させる回動操作を入力する操作入力部を
備え、
　前記操作入力部は、前記移動軸に平行な方向の一方である軸平行外方向から視て前記移
動軸を中心として点対称に形成される入力本体部と、前記移動軸に垂直な平面において前
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記移動軸から離れる方向である径外周方向に向かって前記入力本体部から突出しする入力
突出部であって、前記入力突出部により、前記軸平行外方向から視て前記移動軸を中心と
して非点対称な形状に前記操作入力部がなる入力突出部と、を備える、請求項１の内視鏡
用流路切替弁ユニット。
【請求項１１】
　前記操作入力部は、前記軸平行外方向を向く第１の露出表面と、前記径外周方向を向く
第２の露出表面と、を備え、
　前記連通通路の前記開口部は、前記入力突出部において前記第２の露出表面で前記外部
に対して開口している、請求項１０の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１２】
　前記第１の流路開閉部は、前記第２の入力モードにおいて前記連通通路の前記開口部が
閉塞された場合に、前記第１の上流側流路を通って前記第１の空間部に送られた前記第１
の流体の圧力によって、前記第１の空間部と前記第２の空間部との間を連通させる弁部材
を備える、請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１３】
　請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニットと、　
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットの前記シリンダー部が固定状態で取付けられる保持ケ
ーシングを備える操作部と、
　前記操作部の先端方向側に長手軸に沿って延設される挿入部と、
　を具備する内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部に中空部が形成されるシリンダー部を備え、前記中空部より下流方向側
で、中空部を通った流体を送る流路を切替える内視鏡用流路切替弁ユニットに関する。ま
た、この内視鏡用流路切替弁ユニットを備える内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１及び特許文献２には、気体（空気、二酸化炭素）及び水を流体として挿入部
の先端部に送る内視鏡が開示されている。それぞれの内視鏡では、操作部の保持ケーシン
グに、内視鏡用流路切替弁ユニットが取付けられている。内視鏡用流路切替弁ユニットは
、保持ケーシングに固定状態で取付けられるシリンダー部と、シリンダー部に形成される
中空部に挿入される状態でシリンダー部に取付けられる軸部と、を備える。軸部は、シリ
ンダー部に対して移動軸に沿って移動可能である。そして、中空部には、上流側送気路の
下流側端部及び下流側送気路の上流側端部が連通し、上流側送水路の下流側端部及び下流
側送水路の上流側端部が連通している。また、軸部には中空部と保持ケーシングの外部と
を連通させる連通通路が形成され、連通通路は開口部で保持ケーシングの外部に対して開
口している。中空部では、上流側送気路、下流側送気路及び連通通路は、上流側送水路及
び下流側送気路に対して、連通が遮断されている。
【０００３】
　特許文献１では、第１の入力モードと第２の入力モードとの間で、移動軸に沿ってシリ
ンダー部に対して軸部が移動可能である。第１の入力モードでは、中空部で上流側送水路
と下流側送水路との間の連通が遮断される。したがって、第１の入力モードでは、上流側
送水路から下流側送水路に水が送られない。また、第１の入力モードでは、中空部で上流
側送気路が下流側送気路及び連通通路に対して、連通している。ここで、第１の入力モー
ドにおいて連通通路の開口部が術者の指等で閉塞されない場合は、上流側送気路を通った
空気は、連通通路を通って、開口部から保持ケーシングの外部に流出する。この場合、上
流側送気路から下流側送気路に空気が送られない。一方、第１の入力モードにおいて連通
通路の開口部が術者の指等で閉塞された場合は、上流側送気路から下流側送気路に空気が
送られ、下流側送気路で空気が送られる。
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【０００４】
　そして、軸部を第１の入力モードから軸平行内方向へ移動させることにより、第２の入
力モードとなる。第２の入力モードでは、中空部で、上流側送気路の下流側送気路及び連
通通路に対する連通が、遮断される。したがって、第２の入力モードでは、上流側送気路
から下流側送気路及び連通通路に空気が送られない。また、第２の入力モードでは、中空
部で上流側送水路と下流側送水路との間が連通している。したがって、第２の入力モード
では、上流側送水路から下流側送水路に水が送られ、下流側送水路で水が送られる。
【０００５】
　特許文献２の内視鏡用流路切替弁ユニットでは、２つの伸縮バネが、互いに対して並列
に、移動軸に沿って延設されている。２つの伸縮バネは、互いに対して弾性定数が異なり
、シリンダー部と軸部との間を接続している。２つの伸縮バネが設けられているため、軸
部は、第１の入力モードと第２の入力モードとの間、及び、第２の入力モードと第３の入
力モードとの間で、シリンダー部に対して移動軸に沿って移動可能である。
【０００６】
　第１の入力モードでは、中空部で上流側送水路と下流側送水路との間の連通が遮断され
る。したがって、第１の入力モードでは、上流側送水路から下流側送水路に水が送られな
い。また、第１の入力モードでは、中空部で、上流側送気路の下流側送気路及び連通通路
に対する連通が、遮断される。したがって、第１の入力モードでは、上流側送気路から下
流側送気路及び連通通路に二酸化炭素が送られない。この場合、開口部から保持ケーシン
グの外部に、二酸化炭素が流出しない。
【０００７】
　そして、軸部を第１の入力モードから軸平行内方向へ移動させることにより、第２の入
力モードとなる。第２の入力モードでは、中空部で上流側送水路と下流側送水路との間の
連通が遮断される。したがって、第２の入力モードでは、上流側送水路から下流側送水路
に水が送られない。また、第２の入力モードでは、中空部で上流側送気路が下流側送気路
及び連通通路に対して、連通している。第２の入力モードにおいて連通通路の開口部が術
者の指等で閉塞された場合は、上流側送気路から下流側送気路に二酸化炭素が送られ、下
流側送気路で二酸化炭素が送られる。
【０００８】
　そして、軸部を第２の入力モードからさらに軸平行内方向へ移動させることにより、第
３の入力モードとなる。第３の入力モードでは、中空部で、上流側送気路の下流側送気路
及び連通通路に対する連通が、遮断される。したがって、第３の入力モードでは、上流側
送気路から下流側送気路及び連通通路に二酸化炭素が送られない。また、第３の入力モー
ドでは、中空部で上流側送水路と下流側送水路との間が連通している。したがって、第３
の入力モードでは、上流側送水路から下流側送水路に水が送られ、下流側送水路で水が送
られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００３－５２６２１号公報
【特許文献２】特開昭６４－２６２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　例えば、電気メスを用いて患部を処置する場合は、挿入部の先端部に送られる気体とし
て、可燃性の空気ではなく不燃性の二酸化炭素が用いられる。前記特許文献１では、下流
側送気路に気体が送られず、かつ、下流側送水路に水が送らない状態（第１の入力モード
において連通通路の開口部が閉塞されない状態）において、気体（二酸化炭素）が開口部
から保持ケーシングの外部に流出する。処置を行う術者への影響の観点から、保持ケーシ
ングの外部（検査室）に二酸化炭素が流出することは、好ましくない。
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【００１１】
　前記特許文献２では、下流側送気路に気体が送られず、かつ、下流側送水路に水が送ら
ない第１の入力モードにおいて、気体（二酸化炭素）が開口部から保持ケーシングの外部
に流出しない。ただし、この内視鏡用流路切替弁ユニットでは、第１の入力モードから軸
部を軸平行内方向へ移動させることにより、下流側送気路に気体が送られる第２の入力モ
ードとなり、第２の入力モードから軸部を軸平行内方向へさらに移動させることにより、
下流側送水路に水が送られる第３の入力モードとなる。このため、軸部を第２の入力モー
ドの位置で停止させ難い。したがって、中空部の下流方向側で中空部を通った流体を送る
流路を切替える操作が、行い難くなる。
【００１２】
　本発明は前記課題を解決するためになされたものであり、その目的とするところは、保
持ケーシングの外部への気体の流出が有効に防止され、流体を送る流路を切替える操作を
行い易い内視鏡用流路切替弁ユニット及び内視鏡を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するために、本発明のある態様の内視鏡用流路切替弁ユニットは、内部
に中空部が形成されるシリンダー部と、前記中空部に挿入された状態で前記シリンダー部
に取付けられ、シリンダー径方向について前記シリンダー部との間に複数の空間部が形成
された状態で移動軸に沿って延設される軸部であって、前記シリンダー部に対して前記移
動軸に沿って移動可能で、前記シリンダー部に対して前記移動軸を中心として回動可能な
軸部と、前記中空部に向かって第１の流体を送る第１の上流側流路であって、前記空間部
の１つである第１の空間部に、下流側端部が連通可能な第１の上流側流路と、前記中空部
を通った前記第１の流体を送る第１の下流側流路であって、前記空間部の１つであり、前
記第１の空間部と連通可能な第２の空間部に、上流側端部が連通する第１の下流側流路と
、前記第１の空間部と外部との間を連通させ、開口部で前記外部に対して開口する連通通
路を前記軸部に規定する通路規定部と、前記シリンダー部に対して前記軸部と一体に回動
可能な状態で前記シリンダー径方向について前記シリンダー部と前記軸部との間に設けら
れるシール部材であって、第１の入力モードにおいて前記第１の上流側流路と前記第１の
空間部との間の連通を遮断し、前記第１の入力モードから前記移動軸を中心として前記軸
部を所定の回動角度だけ回動させた第２の入力モードにおいて前記第１の上流側流路と前
記第１の空間部との間を連通させるシール部材と、前記第１の空間部と前記第２の空間部
との間に設けられ、前記第２の入力モードにおいて前記連通通路の前記開口部が閉塞され
た場合に、前記第１の上流側流路を通って前記第１の空間部に送られた前記第１の流体を
前記第２の空間部に送る第１の流路開閉部と、を備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、保持ケーシングの外部への気体の流出が有効に防止され、流体を送る
流路を切替える操作を行い易い内視鏡用流路切替弁ユニット及び内視鏡を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施形態に係る内視鏡の構成を示す概略図である。
【図２】第１の実施形態に係る内視鏡用流路切替弁ユニットの第１の入力モードでの構成
を概略的に示す断面図である。
【図３】第１の実施形態に係る内視鏡用流路切替弁ユニットの第２の入力モードでの構成
を概略的に示す断面図である。
【図４】第１の実施形態に係る内視鏡用流路切替弁ユニットの第３の入力モードでの構成
を概略的に示す断面図である。
【図５】図２のＶ－Ｖ線断面図である。
【図６】図４のＶＩ－ＶＩ線断面図である。
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【図７】第１の実施形態に係るシリンダー部に接続口金を着脱する構成を説明する概略図
である。
【図８】図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図である。
【図９】図７のＩＸ－ＩＸ線断面図である。
【図１０】第２の実施形態に係る内視鏡用流路切替弁ユニットの第１の入力モードでの構
成を概略的に示す断面図である。
【図１１】第２の実施形態に係る内視鏡用流路切替弁ユニットの第２の入力モードでの構
成を概略的に示す断面図である。
【図１２】第２の実施形態に係る内視鏡用流路切替弁ユニットの第３の入力モードでの構
成を概略的に示す断面図である。
【図１３】第２の実施形態に係るシリンダー部とピストン部との間を、ねじりバネによっ
て接続する構成を示す概略図である。
【図１４】第３の実施形態に係るピストン部の操作入力ボタンを、軸平行外方向から視た
概略図である。
【図１５】第３の実施形態に係るピストン部の操作入力ボタンを、径外周方向から視た概
略図である。
【図１６】第３の実施形態の変形例に係るピストン部の操作入力ボタンを、軸平行外方向
から視た概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　（第１の実施形態）　
　本発明の第１の実施形態について、図１乃至図９を参照して説明する。図１は、第１の
実施形態に係る内視鏡１を示す図である。図１に示すように、内視鏡１は、長手軸Ｃを有
する。長手軸Ｃに平行な方向の一方が先端方向（図１の矢印Ｃ１の方向）となり、先端方
向とは反対方向が基端方向（図１の矢印Ｃ２の方向）となる。
【００１７】
　内視鏡１は、長手軸Ｃに沿って延設される挿入部２と、挿入部２より基端方向側に設け
られる操作部３と、を備える。操作部３は、外装となる保持ケーシング５を備える。操作
部３には、ユニバーサルコード６の一端が接続されている。ユニバーサルコード６の他端
には、スコープコネクタ７が設けられている。
【００１８】
　挿入部２の先端部には、ＣＣＤ等の撮像素子１１が内蔵されている。撮像素子１１は、
挿入部２の先端面に設けられる観察窓１２を通して、被写体を撮像する。撮像素子１１に
は、撮像ケーブル１３の一端が接続されている。撮像ケーブル１３は、挿入部２の内部、
操作部３の内部、及び、ユニバーサルコード６の内部を通って、延設されている。撮像ケ
ーブル１３の他端は、スコープコネクタ７で画像処理ユニットである画像プロセッサ１５
に接続されている。また、画像プロセッサ１５は、表示部であるモニタ１７に電気的に接
続されている。撮像素子１１により撮像された被写体像は、画像プロセッサ１５によって
画像処理が行われ、モニタ１７に表示される。
【００１９】
　挿入部２の内部には、長手軸Ｃに沿ってライトガイド２１が延設されている。ライトガ
イド２１の一端は、挿入部２の先端面に設けられる照明窓２２に、光学的に接続されてい
る。ライトガイド２１は、挿入部２の内部、操作部３の内部、及び、ユニバーサルコード
６の内部を通って、延設されている。ライトガイド２１の他端は、スコープコネクタ７で
ライトガイドチューブ２３の一端に、光学的に接続されている。ライトガイドチューブ２
３の他端は、光源２５に接続されている。光源２５から出射された光は、ライトガイドチ
ューブ２３及びライトガイド２１を通って、照明窓２２から被写体に照射される。
【００２０】
　操作部３の保持ケーシング５には、内視鏡用流路切替弁ユニット３０が取付けられてい
る。内視鏡用流路切替弁ユニット３０は、保持ケーシング５に固定状態で取付けられるシ
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リンダー部３１と、シリンダー部３１に取付けられる軸部であるピストン部３２と、を備
える。
【００２１】
　挿入部２の内部には、第１の下流側流路である下流側送気路３５と、第２の下流側流路
である下流側送水路３６と、が長手軸Ｃに沿って延設されている。下流側送気路３５及び
下流側送水路３６は内視鏡用流路切替弁ユニット３０の一部であり、下流側送気路３５及
び下流側送水路３６の上流側端部は、シリンダー部３１まで延設されている。
【００２２】
　また、操作部３の内部及びユニバーサルコード６の内部には、第１の上流側流路である
上流側送気路３７と、第２の上流側流路である上流側送水路３８と、が延設されている。
上流側送気路３７及び上流側送水路３８は内視鏡用流路切替弁ユニット３０の一部であり
、上流側送気路３７及び上流側送水路３８の下流側端部は、シリンダー部３１まで延設さ
れている。
【００２３】
　上流側送気路３７の上流側端部は、スコープコネクタ７で送気チューブ４１の下流側端
部に接続されている。送気チューブ４１の上流側端部は、送気源４２に接続されている。
送気源４２は、空気、二酸化炭素等の気体が貯められる気体タンク４３と、開閉弁４５と
、を備える。開閉弁４５を開くことにより、気体タンク４３から送気チューブ４１及び上
流側送気路３７を通して、第１の流体である気体が送られる。
【００２４】
　上流側送水路３８の上流側端部は、スコープコネクタ７で送水チューブ４６の下流側端
部に接続されている。送水チューブ４６の上流側端部は、送水源５０に接続されている。
送水源５０は、水が貯められる水タンク５１と、ポンプ５２と、を備える。ポンプ５２を
駆動することにより、水タンク５１から送水チューブ４６及び上流側送水路３８を通して
、第１の流体とは異なる第２の流体である水が送られる。
【００２５】
　挿入部２の先端部には、下流側送気路３５及び下流側送水路３６が合流する合流流路５
３が設けられている。上流側送気路３７から下流側送気路３５に送られた気体は、合流流
路５３を通って、挿入部２の先端面に設けられるノズル５５から出射される。また、上流
側送水路３８から下流側送水路３６に送られた水は、合流流路５３を通って、ノズル５５
から出射される。なお、上流側送気路３７、下流側送気路３５及び送気チューブ４１では
、ノズル５５に向かう方向が下流方向となり、送気源４２に向かう方向が上流方向となる
。また、上流側送水路３８、下流側送水路３６及び送水チューブ４６では、ノズル５５に
向かう方向が下流方向となり、送水源５０に向かう方向が上流方向となる。
【００２６】
　図２乃至図４は、内視鏡用流路切替弁ユニット３０の構成を示す図である。図２乃至図
４に示すように、シリンダー部３１は、パッキン部材５７を介して、保持ケーシング５に
固定される。シリンダー部３１の内部には、中空部５８が形成されている。シリンダー部
３１には、筒状の中継部材である接続口金６０を介して、軸部であるピストン部３２が取
付けられている。ピストン部３２は、移動軸Ｍに沿って延設されている。また、ピストン
部３２は、中空部５８に挿入された状態で、シリンダー部３１に取付けられている。
【００２７】
　ここで、移動軸Ｍに平行な方向の一方が軸平行外方向（図２乃至図４の矢印Ｍ１の方向
）となり、移動軸Ｍに平行な方向の他方が軸平行内方向（図２乃至図４の矢印Ｍ２の方向
）となる。すなわち、軸平行外方向は移動軸Ｍに沿って保持ケーシング５の外部に向かう
方向であり、軸平行内方向は移動軸Ｍに沿って保持ケーシング５の内部に向かう方向であ
る。また、移動軸Ｍに垂直な平面において移動軸Ｍから離れる方向が径外周方向（図２乃
至図４の矢印Ｒ１の方向）となり、移動軸Ｍに垂直な平面において移動軸Ｍに向かう方向
が径内周方向（図２乃至図４の矢印Ｒ２の方向）となる。そして、径外周方向及び径内周
方向がシリンダー径方向となる。
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【００２８】
　図５は、図２のＶ－Ｖ線断面図である。図２乃至図５に示すように、接続口金６０には
、径内周方向に向かって突出する係合突起６１Ａ，６１Ｂが設けられている。係合突起６
１Ａ，６１Ｂは、移動軸回り方向（シリンダー部３１の周方向）について、互いに対して
略１８０°離れて配置されている。また、ピストン部３２には、移動軸Ｍに沿って係合溝
６２Ａ，６２Ｂが、設けられている。係合溝６２Ａ，６２Ｂは、移動軸回り方向について
、互いに対して略１８０°離れて配置されている。それぞれの係合溝６２Ａ，６２Ｂに対
応する係合突起６１Ａ，６１Ｂが係合することにより、ピストン部３２が接続口金６０に
取付けられる。また、係合突起６１Ａ，６１Ｂ及び係合溝６２Ａ，６２Ｂにより、ピスト
ン部３２の接続口金６０に対する移動軸回り方向についての位置が、設定される。
【００２９】
　係合溝６２Ａ，６２Ｂは、係合突起６１Ａ，６１Ｂに対して、移動軸Ｍに沿って移動可
能である。このため、軸部であるピストン部３２は、シリンダー部３１及び接続口金６０
に対して、移動軸Ｍに沿って移動可能となる。また、ピストン部３２は、移動軸Ｍを中心
としてシリンダー部３１に対して回動可能である。ここで、それぞれの係合溝６２Ａ，６
２Ｂに対応する係合突起６１Ａ，６１Ｂが係合した状態では、接続口金６０のピストン部
３２に対する移動軸Ｍを中心とする回動が、規制される。したがって、接続口金６０は、
移動軸Ｍを中心としてピストン部３２と一体に、シリンダー部３１に対して回動可能であ
る。
【００３０】
　ピストン部３２の軸平行外方向側の部位には、操作入力部である操作入力ボタン６５が
設けられている。操作入力ボタン６５は、保持ケーシング５の外部に対して露出している
。操作入力ボタン６５を軸平行内方向に向かって押圧することにより、ピストン部３２を
移動軸Ｍに沿って移動させる移動操作が入力される。また、移動軸Ｍを中心に操作入力ボ
タン６５を回動することにより、移動軸Ｍを中心としてピストン部３２を回動させる回動
操作が入力される。操作入力ボタン６５は、軸平行外方向を向く第１の露出表面６７と、
径外周方向を向く第２の露出表面６８と、を備える。
【００３１】
　ここで、図２は、操作入力ボタン６５で回動操作及び移動操作が行われない第１の入力
モードを示している。また、図３は、操作入力ボタン６５での回動操作によって第１の入
力モードから移動軸Ｍを中心としてピストン部３２を所定の回動角度だけ回動させた第２
の入力モードを、示している。本実施形態では、軸平行外方向から視て時計回り方向に略
９０°だけ第１の入力モードからピストン部３２をシリンダー部３１に対して回動させる
ことにより、第２の入力モードとなる。さらに、図４は、操作入力ボタン６５での移動操
作によって第１の入力モード又は第２の入力モードから移動軸Ｍに沿ってピストン部３２
が所定の距離だけ移動した第３の入力モードを、示している。本実施形態では、第１の入
力モード又は第２の入力モードからピストン部３２をシリンダー部３１に対して軸平行内
方向へ移動させることにより、第３の入力モードとなる。なお、図４は、第２の入力モー
ドからピストン部３２が軸平行内方向へ移動した状態である。
【００３２】
　図２乃至図４に示すように、内視鏡用流路切替弁ユニット３０には、伸縮バネ７０が移
動軸Ｍに沿って延設されている。伸縮バネ７０は、ピストン部３２の径外周方向側に位置
している。伸縮バネ７０の一端は、ピストン部３２の操作入力ボタン６５に接続されてい
る。また、伸縮バネ７０の他端は、接続口金６０に接続されている。第１の入力モード又
は第２の入力モードからシリンダー部３１及び接続口金６０に対してピストン部３２を軸
平行内方向へ移動させることにより、伸縮バネ７０は収縮する。これにより、伸縮バネ７
０からピストン部３２に、軸平行外方向への付勢力が作用する。このため、操作入力ボタ
ン６５を軸平行内方向に向かって押圧した後に操作入力ボタン６５の押圧を解除すること
により、伸縮バネ７０からの付勢力によって、移動軸Ｍに平行な方向について第１の入力
モード又は第２の入力モードの位置にピストン部３２が戻る。
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【００３３】
　シリンダー径方向についてシリンダー部３１とピストン部３２との間には、複数の空間
部７１Ａ～７１Ｄが形成されている。また、ピストン部３２には、複数のシール部材７２
Ａ，７２Ｂ、シール部材７３及び弁部材７５が取付けられている。シール部材７２Ａ，７
２Ｂ、シール部材７３及び弁部材７５は、ピストン部３２と一体に、シリンダー部３１及
び接続口金６０に対して移動軸Ｍに沿って移動可能である。また、シール部材７２Ａ，７
２Ｂ、シール部材７３及び弁部材７５は、ピストン部３２及び接続口金６０と一体に、シ
リンダー部３１に対して移動軸Ｍを中心に回動可能である。
【００３４】
　シール部材７２Ａは弁部材７５より軸平行外方向側に位置している。また、シール部材
７２Ｂは弁部材７５より軸平行内方向側に位置している。そして、シール部材７３はシー
ル部材７２Ｂより軸平行内方向側に位置している。それぞれのシール部材７２Ａ，７２Ｂ
では、常時、シリンダー部３１とピストン部３２との間が気密及び水密に保たれている。
【００３５】
　移動軸Ｍに平行な方向について弁部材７５とシール部材７２Ｂとの間には、空間部７１
Ａ～７１Ｄの１つである第１の空間部７１Ａが形成されている。第１の空間部７１Ａには
、第１の上流側流路である上流側送気路３７の下流側端部が連通可能である。このため、
上流側送気路３７では、中空部５８の第１の空間部７１Ａに向かって第１の流体である気
体が送られる。
【００３６】
　移動軸Ｍに平行な方向について弁部材７５とシール部材７２Ａとの間には、空間部７１
Ａ～７１Ｄの１つである第２の空間部７１Ｂが形成されている。したがって、弁部材７５
は、第１の空間部７１Ａと第２の空間部７１Ｂとの間に位置している。第２の空間部７１
Ｂは、弁部材７５を通して、第１の空間部７１Ａと連通可能である。第２の空間部７１Ｂ
には、第１の下流側流路である下流側送気路３５の上流側端部が連通している。このため
、下流側送気路３５では、中空部５８の第２の空間部７１Ｂを通った第１の流体である気
体が送られる。
【００３７】
　シール部材７２Ｂより軸平行内方向側の部位には、空間部７１Ａ～７１Ｄの１つである
第３の空間部７１Ｃが形成されている。第３の空間部７１Ｃは、シール部材７２Ｂによっ
て、第１の空間部７１Ａ及び第２の空間部７１Ｂに対して連通が遮断されている。第３の
空間部７１Ｃには、第２の上流側流路である上流側送水路３８の下流側端部が連通してい
る。このため、上流側送水路３８では、中空部５８の第３の空間部７１Ｃに向かって第２
の流体である水が送られる。また、第３の空間部７１Ｃには、第２の下流側流路である下
流側送水路３６の上流側端部が連通している。このため、下流側送水路３６では、中空部
５８の第３の空間部７１Ｃを通った第２の流体である水が送られる。また、シール部材７
３は、第３の空間部７１Ｃに配置されている。
【００３８】
　シール部材７２Ａより軸平行外方向側の部位には、空間部７１Ａ～７１Ｄの１つである
第４の空間部７１Ｄが形成されている。第４の空間部７１Ｄは、シール部材７２Ａによっ
て、第１の空間部７１Ａ及び第２の空間部７１Ｂに対して連通が遮断されている。
【００３９】
　図６は、図４のＶＩ－ＶＩ線断面図である。図２乃至図４、及び、図６に示すように、
軸部であるピストン部３２には、通路規定部７７によって連通通路７８が規定されている
。連通通路７８によって、第１の空間部７１Ａと保持ケーシング５の外部との間が連通し
ている。連通通路７８は、移動軸Ｍに沿って延設される軸平行通路部８１と、シリンダー
径方向（図２乃至図６の矢印Ｒ１の方向及び矢印Ｒ２の方向）に沿って延設される径方向
通路部８２と、軸平行通路部８１と径方向通路部８２との間に設けられる屈曲部８３と、
を備える。径方向通路部８２は、内部開口部８５で第１の空間部７１Ａに対して開口して
いる。また、軸平行通路部８１は、開口部８６で保持ケーシング５の外部に対して開口し
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ている。開口部８６は、操作入力ボタン６５の第１の露出表面６７に設けられている。
【００４０】
　軸部であるピストン部３２には、シール部材８８が取付けられている。シール部材８８
は、ピストン部３２と一体に、シリンダー部３１に対して移動軸Ｍを中心として回動可能
である。シール部材８８は、シリンダー径方向についてシリンダー部３１とピストン部３
２との間に位置している。また、シール部材８８は、移動軸Ｍに平行な方向について弁部
材７５とシール部材７２Ｂとの間に位置している。したがって、シール部材８８は、第１
の空間部７１Ａに位置している。また、シール部材８８は、移動軸回り方向（シリンダー
部３１の周方向）について、内部開口部８５から離れた角度位置に配置されている。本実
施形態では、軸平行外方向から視て内部開口部８５から時計回り方向に略９０°だけ離れ
た角度位置に、シール部材８８が配置されている。
【００４１】
　図２に示すように、第１の入力モードでは、第１の空間部７１Ａにおいてシール部材８
８が、上流側送気路３７と対向して配置される。このため、第１の入力モードでは、上流
側送気路３７と第１の空間部７１Ａとの間の連通が、シール部材８８によって遮断される
。したがって、第１の入力モードでは、上流側送気路３７から第１の空間部７１Ａに気体
が流入せず、上流側送気路３７から下流側送気路３５に気体が送られない。また、第１の
入力モードでは、上流側送気路３７から連通通路７８に気体が送られず、上流側送気路３
７を通る気体が開口部８６から保持ケーシング５の外部に流出することはない。
【００４２】
　図３に示すように、第２の入力モードでは、軸平行外方向から視て時計回り方向に略９
０°だけ、第１の入力モードからピストン部３２が、シリンダー部３１に対して回動して
いる。このため、第２の入力モードでは、第１の空間部７１Ａにおいて、内部開口部８５
が上流側送気路３７と対向し、移動軸回り方向についてシール部材８８は上流側送気路３
７とは離れた角度位置に配置される。したがって、第２の入力モードでは、上流側送気路
３７と第１の空間部７１Ａとの間が、連通している。これにより、第２の入力モードでは
、上流側送気路３７から内部開口部８５を通して、連通通路７８に気体が送られる。
【００４３】
　第２の入力モードでは、術者の指等によって連通通路７８の開口部８６が閉塞されるこ
とにより、上流側送気路３７を通る気体の開口部８６から保持ケーシング５の外部への流
出が、防止される。第２の入力モードにおいて連通通路７８の開口部８６が閉塞されるこ
とにより、上流側送気路３７を通って送られる気体によって、第１の空間部７１Ａの圧力
が高くなる。これにより、弁部材７５が開き、第１の空間部７１Ａと第２の空間部７１Ｂ
との間が連通する。すなわち、第２の入力モードにおいて連通通路７８の開口部８６が閉
塞された場合に、上流側送気路３７を通って第１の空間部７１Ａに送られた気体の圧力に
よって、第１の空間部７１Ａと第２の空間部７１Ｂとの間が連通する。
【００４４】
　第１の空間部７１Ａと第２の空間部７１Ｂとの間が連通することにより、上流側送気路
３７を通って第１の空間部７１Ａに送られた気体は、第２の空間部７１Ｂに送られる。す
なわち、弁部材７５は、第２の入力モードにおいて連通通路７８の開口部８６が閉塞され
た場合に、上流側送気路３７を通って第１の空間部７１Ａに送られた気体（第１の流体）
を第２の空間部７１Ｂに送る第１の流路開閉部となる。これにより、上流側送気路３７か
ら第１の空間部７１Ａ及び第２の空間部７１Ｂを通して、下流側送気路３５に気体が送ら
れる。すなわち、中空部５８より下流方向側で、第１の空間部７１Ａ及び第２の空間部７
１Ｂを通った気体を下流側送気路３５が送る状態に、切替えられる。
【００４５】
　なお、弁部材７５は逆止弁である。このため、第１の空間部７１Ａと第２の空間部７１
Ｂとの間が連通する状態でも、第１の空間部７１Ａから第２の空間部７１Ｂへ気体は流入
するが、第２の空間部７１Ｂから第１の空間部７１Ａへ気体は流入しない。
【００４６】
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　図２及び図３に示すように、第１の入力モード及び第２の入力モードでは、第３の空間
部７１Ｃに配置されるシール部材７３において、シリンダー部３１とピストン部３２との
間が気密及び水密に保たれる。このため、第１の入力モード及び第２の入力モードでは、
シール部材７３によって、第３の空間部７１Ｃでの上流側送水路３８と下流側送水路３６
との間の連通が遮断される。したがって、第１の入力モード及び第２の入力モードでは、
第２の上流側流路である上流側送水路３８から第２の下流側流路である下流側送水路３６
に、水が送られない。
【００４７】
　図４に示すように、第３の入力モードでは、第１の入力モード又は第２の入力モードか
ら軸平行内方向に所定の距離だけ、ピストン部３２がシリンダー部３１に対して移動して
いる。シリンダー部３１には、シリンダー側傾斜面９１が設けられている。また、弁部材
７５には、シリンダー側傾斜面９１に対応する形状の弁側傾斜面９２が設けられている。
【００４８】
　第３の入力モードでは、弁側傾斜面９２がシリンダー側傾斜面９１に密着している。こ
のため、第３の入力モードでは、弁部材７５においてシリンダー部３１とピストン部３２
との間が気密及び液密に保たれる。そして、第３の入力モードでは、連通通路７８の開口
部８６の閉塞状態に関係なく、弁部材７５は閉じられ、第１の空間部７１Ａと第２の空間
部７１Ｂとの間の連通が遮断される。したがって、第３の入力モードでは、第１の空間部
７１Ａから第２の空間部７１Ｂに気体が流入しない。これにより、第３の入力モードでは
、第１の上流側流路である上流側送気路３７から第１の下流側流路である下流側送気路３
５に、気体が送られない。
【００４９】
　また、第３の入力モードでは、第３の空間部７１Ｃに配置されるシール部材７３がシリ
ンダー部３１と接触せず、シール部材７３においてシリンダー部３１とピストン部３２と
の間が気密及び水密に保たれない。このため、第３の入力モードでは、第３の空間部７１
Ｃでの上流側送水路３８と下流側送水路３６との間が、連通する。これにより、第３の入
力モードでは、第２の上流側流路である上流側送水路３８から第３の空間部７１Ｃを通し
て、第２の下流側流路である下流側送水路３６に、水が送られる。すなわち、中空部５８
より下流方向側で、第３の空間部７１Ｃを通った水を下流側送水路３６が送る状態に、切
替えられる。
【００５０】
　図７は、シリンダー部３１に接続口金６０を着脱する構成を説明する図である。図７に
しめすように、中継部材である接続口金６０は、軸部であるピストン部３２が取付けられ
た状態で、シリンダー部３１に着脱される。すなわち、接続口金６０及びピストン部３２
は一体に、シリンダー部３１に着脱される。このため、接続口金６０に対する移動軸回り
方向についてのピストン部３２の位置が設定された状態で、ピストン部３２及び接続口金
６０はシリンダー部３１に着脱される。
【００５１】
　図８は図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図であり、図９は図７のＩＸ－ＩＸ線断面図で
ある。図７及び図８に示すように、シリンダー部３１には、移動軸Ｍに沿ってシリンダー
側係合部として軸平行係合溝（軸平行係合部）９３Ａ，９３Ｂが延設されている。軸平行
係合溝９３Ａ，９３Ｂは、移動軸回り方向（シリンダー部３１の周方向）について、互い
に対して離れた角度位置に位置している。本実施形態では、軸平行外方向（図７の矢印Ｍ
１の方向）から視て軸平行係合溝９３Ａから時計回り方向に略１２０°離れた角度位置に
、軸平行係合溝９３Ｂが位置している。
【００５２】
　また、中継部材である接続口金６０には、部材側係合部として係合突起９５Ａ，９５Ｂ
が設けられている。係合突起９５Ａ，９５Ｂは、移動軸回り方向について、互いに対して
離れた角度位置に位置している。本実施形態では、軸平行外方向から視て係合突起９５Ａ
から時計回り方向に略１２０°離れた角度位置に、係合突起９５Ｂが位置している。係合
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突起９５Ａは軸平行係合溝９３Ａと係合可能であり、係合突起９５Ｂは軸平行係合溝９３
Ｂと係合可能である。
【００５３】
　それぞれの係合突起９５Ａ，９５Ｂが対応する軸平行係合溝９３Ａ，９３Ｂに係合した
状態で、それぞれの係合突起９５Ａ，９５Ｂが対応する軸平行係合溝９３Ａ，９３Ｂを軸
平行内方向（図７の矢印Ｍ２の方向）に向かって移動することにより、ピストン部３２及
び接続口金６０がシリンダー部３１に取付けられる。また、それぞれの係合突起９５Ａ，
９５Ｂが対応する軸平行係合溝９３Ａ，９３Ｂに係合した状態で、それぞれの係合突起９
５Ａ，９５Ｂが対応する軸平行係合溝９３Ａ，９３Ｂを軸平行外方向に向かって移動する
ことにより、ピストン部３２及び接続口金６０がシリンダー部３１から取外される。すな
わち、それぞれの係合突起９５Ａ，９５Ｂが対応する軸平行係合溝９３Ａ，９３Ｂに係合
した状態で、それぞれの係合突起９５Ａ，９５Ｂが対応する軸平行係合溝９３Ａ，９３Ｂ
を移動軸Ｍに沿って移動することにより、ピストン部３２及び接続口金６０を一体にシリ
ンダー部３１に対して着脱する。
【００５４】
　ここで、第１の入力モードでのピストン部３２及び接続口金６０の移動軸回り方向につ
いてのシリンダー部３１に対する角度位置を、基準位置とする。それぞれの係合突起９５
Ａ，９５Ｂは、移動軸回り方向についてピストン部３２及び接続口金６０が基準位置に位
置する状態でのみ、移動軸回り方向について対応する軸平行係合溝９３Ａ，９３Ｂと係合
可能な角度位置に位置する。したがって、移動軸回り方向について第１の入力モードでの
角度位置である基準位置にピストン部３２及び接続口金６０が位置する場合のみ、シリン
ダー部３１に対してピストン部３２及び接続口金６０を着脱可能である。すなわち、軸平
行係合溝（シリンダー側係合部）９３Ａ，９３Ｂ及び係合突起（部材側係合部）９５Ａ，
９５Ｂが、移動軸回り方向についてピストン部３２がシリンダー部３１に対して第１の入
力モードでの基準位置に位置する場合にのみシリンダー部３１に対してピストン部３２が
着脱可能な状態に、シリンダー部３１へのピストン部３２の着脱位置を設定する着脱位置
設定部となる。
【００５５】
　図７及び図９に示すように、シリンダー部３１には、移動軸回り方向（シリンダー部３
１の周方向）に沿ってシリンダー側係合部として周方向係合溝（周方向係合部）９６Ａ，
９６Ｂが延設されている。周方向係合溝９６Ａは、軸平行係合溝９３Ａと連続し、移動軸
回り方向について軸平行係合溝９３Ａから所定の角度範囲に渡って設けられている。本実
施形態では、軸平行外方向から視て軸平行係合溝９３Ａから時計回り方向に略９０°の角
度範囲に渡って、周方向係合溝９６Ａが延設されている。また、周方向係合溝９６Ｂは、
軸平行係合溝９３Ｂと連続し、移動軸回り方向について軸平行係合溝９３Ｂから所定の角
度範囲に渡って設けられている。本実施形態では、軸平行外方向から視て軸平行係合溝９
３Ｂから時計回り方向に略９０°の角度範囲に渡って、周方向係合溝９６Ｂが延設されて
いる。
【００５６】
　ピストン部３２及び接続口金６０がシリンダー部３１に取付けられた状態では、係合突
起９５Ａが周方向係合溝９６Ａと係合し、係合突起９５Ｂは周方向係合溝９６Ｂと係合し
ている。それぞれの係合突起９５Ａ，９５Ｂが対応する周方向係合溝９６Ａ，９６Ｂと係
合した状態で、それぞれの係合突起９５Ａ，９５Ｂが対応する周方向係合溝９６Ａ，９６
Ｂを移動軸回り方向に移動することにより、移動軸Ｍを中心としてピストン部３２及び接
続口金６０がシリンダー部３１に対して一体に回動する。
【００５７】
　係合突起９５Ａは、第１の係合位置Ｐ１と第２の係合位置Ｐ２との間の移動範囲でのみ
、周方向係合溝９６Ａを移動可能である。すなわち、係合突起９５Ａは、第１の係合位置
Ｐ１と第２の係合位置Ｐ２との間の移動範囲でのみ、周方向係合溝９６Ａと係合可能であ
る。ここで、第１の係合位置Ｐ１は軸平行外方向から視て周方向係合溝９６Ａの反時計回
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り方向側の端に位置し、第２の係合位置Ｐ２は軸平行外方向から視て周方向係合溝９６Ａ
の時計回り方向側の端に位置している。また、係合突起９５Ｂは、第１の係合位置Ｐ´１
と第２の係合位置Ｐ´２との間の移動範囲でのみ、周方向係合溝９６Ｂを移動可能である
。すなわち、係合突起９５Ｂは、第１の係合位置Ｐ´１と第２の係合位置Ｐ´２との間の
移動範囲でのみ、周方向係合溝９６Ｂと係合可能である。ここで、第１の係合位置Ｐ´１
は軸平行外方向から視て周方向係合溝９６Ｂの反時計回り方向側の端に位置し、第２の係
合位置Ｐ´２は軸平行外方向から視て周方向係合溝９６Ｂの時計回り方向側の端に位置し
ている。
【００５８】
　係合突起９５Ａが第１の係合位置Ｐ１に位置する状態では、係合突起９５Ｂは第１の係
合位置Ｐ´１に位置している。また、係合突起９５Ａが第２の係合位置Ｐ２に位置する状
態では、係合突起９５Ｂは第２の係合位置Ｐ´２に位置している。係合突起９５Ａが第１
の係合位置Ｐ１に位置し、係合突起９５Ｂが第１の係合位置Ｐ´１に位置する状態では、
移動軸回り方向について第１の入力モードでの角度位置である基準位置に、ピストン部３
２及び接続口金６０が位置している。また、第２の入力モードでのピストン部３２及び接
続口金６０の移動軸回り方向についてのシリンダー部３１に対する角度位置を、最大回動
位置とする。すなわち、最大角度位置は、基準位置からピストン部３２及び接続口金６０
がシリンダー部３１に対して、移動軸回り方向に所定の回動角度だけ回動した位置である
。係合突起９５Ａが第２の係合位置Ｐ２に位置し、係合突起９５Ｂが第２の係合位置Ｐ´
２に位置する状態では、移動軸回り方向について第２の入力モードでの角度位置である最
大回動位置に、ピストン部３２及び接続口金６０が位置している。
【００５９】
　前述のように、係合突起９５Ａは第１の係合位置Ｐ１と第２の係合位置Ｐ２との間の移
動範囲でのみ周方向係合溝９６Ａと係合可能であり、係合突起９５Ｂは第１の係合位置Ｐ
´１と第２の係合位置Ｐ´２との間の移動範囲でのみ周方向係合溝９６Ｂと係合可能であ
る。このため、ピストン部３２及び接続口金６０は、第１の入力モードでの角度位置であ
る基準位置と第２の入力モードでの角度位置である最大回動位置との間で、シリンダー部
３１に対して移動軸回り方向に回動可能である。これにより、ピストン部３２の回動範囲
が、基準位置と最大回動位置との間に規制される。すなわち、周方向係合溝（シリンダー
側係合部）９６Ａ，９６Ｂ及び係合突起（部材側係合部）９５Ａ，９５Ｂが、基準位置と
最大回動位置との間で、移動軸回り方向について軸部であるピストン部３２がシリンダー
部３１に対して回動する状態に、ピストン部３２の回動範囲を規制する回動範囲規制部と
なる。
【００６０】
　次に、内視鏡用流路切替弁ユニット３０及び内視鏡１の作用及び効果について説明する
。内視鏡１の挿入部２の先端部に気体又は水を送る際には、送気源４２から送気チューブ
４１及び上流側送気路３７を通して、気体を送る。また、送水源５０から送水チューブ４
６及び上流側送水路３８を通して、水を送る。
【００６１】
　操作入力ボタン６５で回動操作及び移動操作が行われない状態では、第１の入力モード
となる。第１の入力モードでは、上流側送気路３７と第１の空間部７１Ａとの間の連通が
、シール部材８８によって遮断される。したがって、第１の入力モードでは、上流側送気
路３７から第１の空間部７１Ａに気体が流入せず、上流側送気路３７から下流側送気路３
５に気体が送られない。また、第１の入力モードでは、上流側送気路３７から連通通路７
８に気体が送られず、上流側送気路３７を通る気体（二酸化炭素）が開口部８６から保持
ケーシング５の外部に流出しない。
【００６２】
　また、第１の入力モードでは、シール部材７３によって、第３の空間部７１Ｃでの上流
側送水路３８と下流側送水路３６との間の連通が遮断される。このため、第１の入力モー
ドでは、第２の上流側流路である上流側送水路３８から第２の下流側流路である下流側送
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水路３６に、水が送られない。前述のように、第１の入力モードでは、挿入部２の先端部
（合流流路５３）に気体及び水が送られない。
【００６３】
　そして、操作入力ボタン６５での回動操作によって第１の入力モードから移動軸Ｍを中
心としてピストン部３２を所定の回動角度だけ回動させることにより、第２の入力モード
となる。第２の入力モードでは、上流側送気路３７と第１の空間部７１Ａとの間が、連通
している。これにより、第２の入力モードでは、上流側送気路３７から内部開口部８５を
通して、連通通路７８に気体が送られる。第２の入力モードでは、術者の指等によって連
通通路７８の開口部８６が閉塞されることにより、上流側送気路３７を通る気体の開口部
８６から保持ケーシング５の外部への流出が、防止される。第２の入力モードにおいて連
通通路７８の開口部８６が閉塞されることにより、上流側送気路３７を通って第１の空間
部７１Ａに送られた気体の圧力によって、第１の空間部７１Ａと第２の空間部７１Ｂとの
間が連通する。第１の空間部７１Ａと第２の空間部７１Ｂとの間が連通することにより、
上流側送気路３７を通って第１の空間部７１Ａに送られた気体は、第２の空間部７１Ｂに
送られる。これにより、上流側送気路３７から第１の空間部７１Ａ及び第２の空間部７１
Ｂを通して、下流側送気路３５に気体が送られる。
【００６４】
　また、第２の入力モードでは、シール部材７３によって、第３の空間部７１Ｃでの上流
側送水路３８と下流側送水路３６との間の連通が遮断される。このため、第２の入力モー
ドでは、第２の上流側流路である上流側送水路３８から第２の下流側流路である下流側送
水路３６に、水が送られない。前述のように、第２の入力モードでは、連通通路７８の開
口部８６を閉塞することにより、挿入部２の先端部（合流流路５３）に気体が送られる。
すなわち、連通通路７８の開口部８６を閉塞することにより、中空部５８より下流方向側
で、第１の空間部７１Ａ及び第２の空間部７１Ｂを通った気体を下流側送気路３５が送る
状態に、切替えられる。この際、挿入部２の先端部（合流流路５３）に水は送られない。
【００６５】
　そして、操作入力ボタン６５での移動操作によって第１の入力モード又は第２の入力モ
ードから軸平行内方向に（移動軸Ｍに沿って）所定の距離だけピストン部３２を移動させ
ることにより、第３の入力モードとなる。第３の入力モードでは、連通通路７８の開口部
８６の閉塞状態に関係なく、弁部材７５は閉じられ、第１の空間部７１Ａと第２の空間部
７１Ｂとの間の連通が遮断される。したがって、第３の入力モードでは、第１の空間部７
１Ａから第２の空間部７１Ｂに気体が流入しない。これにより、第３の入力モードでは、
第１の上流側流路である上流側送気路３７から第１の下流側流路である下流側送気路３５
に、気体が送られない。
【００６６】
　また、第３の入力モードでは、第３の空間部７１Ｃでの上流側送水路３８と下流側送水
路３６との間が、連通する。これにより、第３の入力モードでは、第２の上流側流路であ
る上流側送水路３８から第３の空間部７１Ｃを通して、第２の下流側流路である下流側送
水路３６に、水が送られる。前述のように、第３の入力モードでは、挿入部２の先端部（
合流流路５３）に水が送られる。すなわち、中空部５８より下流方向側で、第３の空間部
７１Ｃを通った水を下流側送水路３６が送る状態に、切替えられる。この際、挿入部２の
先端部（合流流路５３）に気体は送られない。
【００６７】
　前述のように、第１の入力モードでは、上流側送気路３７と第１の空間部７１Ａとの間
の連通がシール部材８８によって遮断されるため、上流側送気路３７を通る気体（二酸化
炭素）が開口部８６から保持ケーシング５の外部へ流出しない。また、操作入力ボタン６
５で回動操作が行われる第２の入力モード、及び、操作入力ボタン６５で移動操作が行わ
れる第３の入力モードでは、術者の指によって連通通路７８の開口部８６が閉塞される。
このため、第２の入力モード及び第３の入力モードにおいて、上流側送気路３７を通る気
体（二酸化炭素）の開口部８６から保持ケーシング５の外部への流出が、有効に防止され
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る。したがって、内視鏡用流路切替弁ユニット３０では、気体として二酸化炭素を挿入部
２の先端部に送る場合でも、連通通路７８の開口部８６から保持ケーシング５の外部（検
査室）への二酸化炭素の流出を、有効に防止することができる。
【００６８】
　また、内視鏡用流路切替弁ユニット３０では、第１の入力モードから移動軸Ｍを中心と
してピストン部３２を所定の回動角度だけ回動させることにより、第２の入力モードとな
る。そして、第１の入力モード又は第２の入力モードから移動軸Ｍに沿って所定の距離だ
けピストン部３２を移動させることにより、第３の入力モードとなる。すなわち、下流側
送気路３５に気体が送られる第２のモードに切替える回動操作は、下流側送水路３６に水
が送られる第３のモードに切替える移動操作に対して、ピストン部３２を移動させる方向
が異なる。したがって、中空部５８の下流方向側で中空部５８を通った流体（気体又は水
）を送る流路を切替える操作を、術者は容易に行うことができる。
【００６９】
　また、内視鏡用流路切替弁ユニット３０では、移動軸回り方向について第１の入力モー
ドでの角度位置である基準位置にピストン部３２及び接続口金６０が位置する場合のみ、
シリンダー部３１に対してピストン部３２及び接続口金６０を着脱可能である。このため
、シリンダー部３１に対してピストン部３２及び接続口金６０が着脱される角度位置が、
ピストン部３２の第１の入力モードでの角度位置（基準位置）であると、術者によって認
識される。したがって、術者は、第１の入力モードでのピストン部３２の移動軸回り方向
についての角度位置である基準位置を、容易に認識することができる。これにより、術者
は、操作入力ボタン６５において、容易に回動操作を行うことができる。
【００７０】
　さらに、内視鏡用流路切替弁ユニット３０では、ピストン部３２及び接続口金６０は、
第１の入力モードでの角度位置である基準位置と第２の入力モードでの角度位置である最
大回動位置との間で、シリンダー部３１に対して移動軸回り方向に回動可能である。これ
により、ピストン部３２の回動範囲が、基準位置と最大回動位置との間に規制される。第
１の入力モードでの基準位置と第２の入力モードでの最大回動位置との間にピストン部３
２の回動範囲が規制されるため、術者は、第１の入力モードと第２の入力モードとの間の
切替えを容易に行うことができる。すなわち、術者は、操作入力ボタン６５において、容
易に回動操作を行うことができる。
【００７１】
　（第２の実施形態）　
　次に、本発明の第２の実施形態について、図１０乃至図１３を参照して説明する。第２
の実施形態は、第１の実施形態の構成を次の通り変形したものである。なお、第１の実施
形態と同一の部分については同一の符号を付して、その説明は省略する。
【００７２】
　図１０乃至図１２は、本実施形態の内視鏡用流路切替弁ユニット３０を示す図である。
ここで、図１０は、操作入力ボタン６５で回動操作及び移動操作が行われない第１の入力
モードを示している。また、図１１は、操作入力ボタン６５での回動操作によって第１の
入力モードから移動軸Ｍを中心としてピストン部３２を所定の回動角度だけ回動させた第
２の入力モードを、示している。本実施形態では、軸平行外方向から視て時計回り方向に
略９０°だけ第１の入力モードからピストン部３２をシリンダー部３１に対して回動させ
ることにより、第２の入力モードとなる。さらに、図１２は、操作入力ボタン６５での移
動操作によって第１の入力モードから移動軸Ｍに沿ってピストン部３２が所定の距離だけ
移動した第３の入力モードを、示している。本実施形態では、第１の入力モードからピス
トン部３２をシリンダー部３１に対して軸平行内方向へ移動させることにより、第３の入
力モードとなる。
【００７３】
　図１０乃至図１２に示すように、本実施形態では、第１の実施形態の接続口金６０の代
わりに、接続口金１００が設けられている。接続口金１００は、シリンダー部３１に対し
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て固定されている。本実施形態では、ピストン部３２は、シリンダー部３１及び接続口金
１００に対して、移動軸Ｍを中心として回動可能である。したがって、接続口金１００は
、第１の実施形態の接続口金６０とは異なり、ピストン部３２と一体に回動しない。ただ
し、接続口金６０と同様に、接続口金１００は、ピストン部３２と一体に、シリンダー部
３１に対して着脱される。また、本実施形態では、伸縮バネ７０は、一端がピストン部３
２の操作入力ボタン６５に接続され、他端が接続口金１００に接続されている。
【００７４】
　また、本実施形態では、ねじりバネ１０１が設けられている。ねじりバネ１０１は、シ
リンダー径方向についてシリンダー部３１とピストン部３２との間に位置し、第４の空間
部７１Ｄに位置している。シリンダー部３１にピストン部３２が取付けられた状態では、
ねじりバネ１０１によって、シリンダー部３１とピストン部３２との間が接続されている
。
【００７５】
　第１の入力モードでの角度位置である基準位置にピストン部３２が位置する状態では、
ねじりバネ１０１からピストン部３２に付勢力は作用していない。シリンダー部３１に取
付けられたピストン部３２が基準位置から移動軸Ｍを中心としてシリンダー部３１に対し
て回動することにより、ピストン部３２を基準位置に戻す付勢力がねじりバネ１０１から
作用する。すなわち、第２の入力モードでの角度位置である最大回動位置に向かって基準
位置からピストン部３２が回動することにより、基準位置に向かう方向にピストン部３２
に付勢力が作用する。ねじりバネ１０１を設けることにより、操作入力ボタン６５で回動
操作が行われない状態では、ピストン部３２は移動軸回り方向について第１の入力モード
での角度位置である基準位置に、位置している。
【００７６】
　図１３は、シリンダー部３１とピストン部３２との間をねじりバネ１０１によって接続
する構成を示す図である。図１０乃至図１３に示すように、シリンダー部３１には、移動
軸Ｍに沿ってシリンダー側係合部として係合溝１０２が延設されている。ねじりバネ１０
１の一端には、係合溝１０２と係合可能なバネ側係合部として係合突起１０３が設けられ
ている。ねじりバネ１０１の他端には、ピストン部３２に固定されるピストン固定部１０
５が設けられている。ピストン部３２に取付けられたねじりバネ１０１の係合突起１０３
がシリンダー部３１の係合溝１０２と係合した状態で、係合突起１０３が係合溝１０２を
移動軸Ｍに沿って移動することにより、ピストン部３２がシリンダー部３１に対して着脱
される。この際、ねじりバネ１０１からピストン部３２に付勢力は、作用していない。
【００７７】
　係合突起１０３は、ねじりバネ１０１から付勢力が作用しないピストン部３２が移動軸
回り方向について基準位置に位置する状態でのみ、移動軸回り方向について係合溝１０２
と係合可能な角度位置に位置する。したがって、移動軸回り方向について第１の入力モー
ドでの角度位置である基準位置にピストン部３２が位置する場合のみ、シリンダー部３１
に対してピストン部３２及びねじりバネ１０１を着脱可能である。すなわち、係合溝（シ
リンダー側係合部）１０２及び係合突起（バネ側係合部）１０３が、移動軸回り方向につ
いてピストン部３２がシリンダー部３１に対して第１の入力モードでの基準位置に位置す
る場合にのみシリンダー部３１に対してピストン部３２が着脱可能な状態に、シリンダー
部３１へのピストン部３２の着脱位置を設定する着脱位置設定部となる。
【００７８】
　また、第２の入力モードでの角度位置である最大回動位置までピストン部３２が回動し
た状態では、ねじりバネ１０１からの付勢力によって、基準位置から離れる方向にピスト
ン部３２は回動しない。すなわち、ねじりバネ１０１は、基準位置から離れる方向に最大
回動位置からピストン部３２が回動しない状態に、ピストン部３２に付勢力を作用させる
。例えば、基準位置から離れる方向に最大回動位置からピストン部３２が回動しない状態
に、ねじりバネ１０１の弾性定数、材料、巻数等を調整している。
【００７９】
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　前述のように、ねじりバネ１０１を設けることにより、ピストン部３２は、第１の入力
モードでの角度位置である基準位置と第２の入力モードでの角度位置である最大回動位置
との間で、シリンダー部３１に対して移動軸回り方向に回動可能である。これにより、ピ
ストン部３２の回動範囲が、基準位置と最大回動位置との間に規制される。すなわち、ね
じりバネ１０１が、基準位置と最大回動位置との間で、移動軸回り方向について軸部であ
るピストン部３２がシリンダー部３１に対して回動する状態に、ピストン部３２の回動範
囲を規制する回動範囲規制部となる。
【００８０】
　本実施形態でも、第１の実施形態と同様の作用及び効果を有する。すなわち、気体とし
て二酸化炭素を挿入部２の先端部に送る場合でも、連通通路７８の開口部８６から保持ケ
ーシング５の外部（検査室）への二酸化炭素の流出を、有効に防止することができる。ま
た、下流側送気路３５に気体が送られる第２のモードに切替える回動操作は、下流側送水
路３６に水が送られる第３のモードに切替える移動操作に対して、ピストン部３２を移動
させる方向が異なる。したがって、中空部５８の下流方向側で中空部５８を通った流体（
気体又は水）を送る流路を切替える操作を、術者は容易に行うことができる。そして、術
者は、第１の入力モードでのピストン部３２の移動軸回り方向についての角度位置である
基準位置を、容易に認識することができる。さらに、第１の入力モードでの基準位置と第
２の入力モードでの最大回動位置との間にピストン部３２の回動範囲が規制されるため、
術者は、第１の入力モードと第２の入力モードとの間の切替えを容易に行うことができる
。
【００８１】
　（第３の実施形態）　
　次に、本発明の第３の実施形態について、図１４及び図１５を参照して説明する。第２
の実施形態は、第１の実施形態の構成を次の通り変形したものである。なお、第１の実施
形態と同一の部分については同一の符号を付して、その説明は省略する。
【００８２】
　図１４及び図１５は、ピストン部３２の操作入力ボタン６５の構成を示す図である。図
１４は操作入力ボタン６５を軸平行外方向から視た図であり、図１５は操作入力ボタン６
５を径外周方向の中のある１つの方向から視た図である。図１４及び図１５に示すように
、操作入力ボタン６５は、第１の実施形態と同様に、軸平行外方向を向く第１の露出表面
６７と、径外周方向を向く第２の露出表面６８と、を備える。また、本実施形態では、操
作入力ボタン６５は、入力本体部１０７と、入力本体部１０７から径外周方向（移動軸Ｍ
に垂直な平面において移動軸Ｍから離れる方向）に向かって突出する入力突出部１０８と
、を備える。
【００８３】
　入力本体部１０７は、軸平行外方向から視て移動軸Ｍを中心とする真円状に形成されて
いる。すなわち、入力本体部１０７は、軸平行外方向から視て移動軸Ｍを中心と点対称に
形成されている。そして、操作入力ボタン６５では、移動軸Ｍを中心として点対称な入力
本体部１０７から径外周方向に向かって、入力突出部１０８が突出している。入力突出部
１０８が設けられることにより、操作入力ボタン６５は、軸平行外方向から視て移動軸Ｍ
を中心として非対称な形状となる。
【００８４】
　また、本実施形態では、操作入力ボタン６５の内部に、連通通路７８が屈曲する屈曲部
１１０が設けられている。本実施形態では、連通通路７８は、屈曲部１１０（移動軸Ｍ）
からシリンダー径方向に沿って延設される径方向通路部１１１を備える。連通通路７８で
は、軸平行通路部８１と径方向通路部１１１との間に、屈曲部１１０が位置している。径
方向通路部１１１は、移動軸Ｍから入力突出部１０８に向かって延設されている。また、
本実施形態では、連通通路７８の開口部８６が第１の露出表面６７に位置していない。す
なわち、連通通路７８の開口部８６は、径方向通路部１１１に設けられている。そして、
連通通路７８の開口部８６は、入力突出部１０８において第２の露出表面６８で、保持ケ
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【００８５】
　本実施形態では、第１の実施形態と同様の作用及び効果に加えて、以下の作用及び効果
を有する。本実施形態の内視鏡用流路切替弁ユニット３０の操作入力ボタン６５では、移
動軸Ｍを中心として点対称な入力本体部１０７から径外周方向に向かって、入力突出部１
０８が突出している。操作入力ボタン６５に入力突出部１０８を設けることにより、術者
は移動軸Ｍを中心としてピストン部３２を回動させ易くなる。すなわち、術者は、操作入
力ボタン６５において、さらに容易に回動操作を行うことができる。
【００８６】
　また、連通通路７８の開口部８６は、入力突出部１０８において第２の露出表面６８で
保持ケーシング５の外部に対して開口している。入力突出部１０８において第２の露出表
面６８に開口部８６を設けることにより、入力突出部１０８を備える操作入力ボタン６５
での回動操作及び移動操作において、術者は連通通路７８の開口部８６を指で容易に閉塞
することができる。
【００８７】
　（第３の実施形態の変形例）　
　第３の実施形態の変形例として図１６に示すように、入力突出部１０８が、移動軸回り
方向について第３の実施形態とは異なる角度位置に、位置してもよい。本変形例では、軸
平行外方向から視て第３の実施形態から時計回り方向に略４５°離れた角度位置に、入力
突出部１０８が位置している。本変形例でも、入力本体部１０７から径外周方向（移動軸
Ｍに垂直な平面において移動軸Ｍから離れる方向）に向かって、入力突出部１０８が突出
している。そして、入力突出部１０８が設けられることにより、操作入力ボタン６５は、
軸平行外方向から視て移動軸Ｍを中心として非対称な形状となる。
【００８８】
　（その他の変形例）　
　前述の実施形態及び変形例から、内視鏡用流路切替弁ユニット３０では、シリンダー部
３１に対してピストン部（軸部）３２と一体に回動可能な状態で、シリンダー径方向につ
いてシリンダー部３１とピストン部３２との間に、シール部材８８が設けられていればよ
い。そして、第１の入力モードにおいて上流側送気路（第１の上流側流路）３７と第１の
空間部７１Ａとの間の連通がシール部材８８によって遮断され、第１の入力モードから移
動軸Ｍを中心としてピストン部７２を所定の回動角度だけ回動させた第２の入力モードに
おいて、上流側送気路３７と第１の空間部７１Ａとの間が連通すればよい。また、第１の
空間部７１Ａと第２の空間部７１Ｂとの間に弁部材（第１の流路開閉部）７５が設けられ
ていればよい。そして、第２の入力モードにおいて連通通路７８の開口部８６が閉塞され
た場合に、上流側送気路（第１の上流側流路）３７を通って第１の空間部７１Ａに送られ
た気体（第１の流体）が、弁部材７５によって第２の空間部７１Ｂに送られればよい。
【００８９】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は前記の実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形ができることは勿論である。
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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月16日(2014.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に中空部が形成されるシリンダー部と、
　前記シリンダー部の内周面に下流側端部が位置し、前記下流側端部から前記中空部に第
１の流体を送る第１の上流側流路と、
　前記中空部に挿入された状態で移動軸に沿って延設され、内部に連通通路が形成される
軸部であって、前記連通通路は、開口部で前記シリンダー部の外部に対して開口するとと
もに、前記軸部の外周面に位置する内部開口部で前記中空部に対して開口する軸部と、
　前記移動軸を中心として回動可能に前記軸部の前記外周面に設けられ、前記シリンダー
部の周方向について前記内部開口部とは離れた角度位置に位置する第１のシール部材と、
　前記第１のシール部材によって前記第１の上流側流路の前記下流側端部が閉塞される位
置、及び、前記連通通路の前記内部開口部が前記第１の上流側流路の前記下流端部と対向
する位置に向かって、前記軸部及び前記第１のシール部材が前記移動軸を中心として前記
シリンダー部に対して回動可能な状態に、前記軸部を前記シリンダー部に取付ける第２の
シール部材と、
　を具備する、内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項２】
　前記第２のシール部材は、複数の第２のシール部材であり、
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　前記第２のシール部材は、前記中空部において前記シリンダー部と前記軸部との間に複
数の空間部を形成し、
　前記軸部は、前記第１のシール部材が前記第１の上流側流路の前記下流側端部を閉塞す
る位置に位置する第１の入力モードから前記移動軸を中心として前記第１のシール部材と
一体に所定の回動角度だけ回動することにより、前記第１のシール部材が前記第１の上流
側流路の前記下流側端部を閉塞しない位置に位置する第２の入力モードになり、
　前記第１の上流側流路は、前記軸部の前記第２の入力モードにおいて、前記空間部の１
つである第１の空間部に、前記下流側端部が連通する、
　請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項３】
　前記空間部は、前記第１の空間部と連通可能な第２の空間部を有し、
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットは、前記第１の上流側流路の前記下流側端部から前記
第１の空間部及び前記第２の空間部を通過した前記第１の流体が送られる第１の下流側流
路を備える、
　請求項２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項４】
　前記中空部において前記第１の空間部と前記第２の空間部との間に設けられ、前記軸部
の前記第２の入力モードにおいて前記連通通路の前記開口部が閉塞されることにより、前
記第１の上流側流路を通って前記第１の空間部に送られた前記第１の流体を前記第２の空
間部に送る第１の流路開閉部をさらに具備する、請求項３の内視鏡用流路切替弁ユニット
。
【請求項５】
　前記空間部は、前記第１の空間部及び前記第２の空間部に対して連通が遮断される第３
の空間部を有し、
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットは、
　下流側端部が前記第３の空間部に連通し、前記第１の流体とは別の第２の流体を前記第
３の空間部に向かって送る第２の上流側流路と、
　上流側端部が前記第３の空間部に連通し、前記第２の上流側端部の前記下流側端部から
前記第３の空間部を通過した前記第２の流体が送られる第２の下流側流路と、
　をさらに備える、請求項４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項６】
　前記軸部及び前記第１のシール部材は、前記シリンダー部に対して前記移動軸に沿って
一体に移動可能であり、
　前記軸部は、前記第１の入力モード又は前記第２の入力モードから前記第１のシール部
材と一体に前記移動軸に沿って所定の距離だけ移動することにより、第３の入力モードに
なり、
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットは、前記軸部の前記第１の入力モード及び前記第２の
入力モードにおいて、前記第３の空間部での前記第２の上流側流路と前記第２の下流側流
路との間の連通を遮断するとともに、前記第３の入力モードにおいて、前記第３の空間部
で前記第２の上流側流路と前記第２の下流側流路との間を連通させる第２の流路開閉部を
さらに備える、
　請求項５の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項７】
　前記第１の流路開閉部は、前記第３の入力モードにおいて、前記連通通路の前記開口部
の閉塞状態に関係なく、前記第１の空間部と前記第２の空間部との間の連通を遮断する、
請求項６の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項８】
　前記第１の流路開閉部は、前記第２の入力モードにおいて前記連通通路の前記開口部が
閉塞された際に、前記第１の上流側流路を通って前記第１の空間部に送られた前記第１の
流体の圧力によって、前記第１の空間部と前記第２の空間部との間を連通させる弁部材を
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備える、請求項４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項９】
　前記シリンダー部の前記周方向について前記軸部が前記シリンダー部に対して前記第１
の入力モードでの基準位置に位置する場合にのみ前記シリンダー部に対して前記軸部が着
脱可能な状態に、前記シリンダー部への前記軸部の着脱位置を設定する着脱位置設定部を
さらに具備する、請求項２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１０】
　前記移動軸を中心として前記軸部と一体に前記シリンダー部に対して回動可能な中継部
材をさらに具備し、
　前記着脱位置設定部は、
　前記シリンダー部に前記移動軸に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記中継部材に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリンダー側
係合部を前記移動軸に沿って移動することにより、前記軸部及び前記中継部材を前記シリ
ンダー部に対して一体に着脱する部材側係合部と、
　を備える、請求項９の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１１】
　前記部材側係合部は、前記シリンダー部に対して前記軸部が前記基準位置に位置する状
態でのみ、前記シリンダー部の前記周方向について前記シリンダー側係合部と係合可能な
角度位置に位置する、請求項１０の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１２】
　前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた状態で前記シリンダー部と前記軸部との間
を接続し、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた前記状態で前記基準位置から前記
軸部が前記シリンダー部に対して回動することにより、前記軸部を前記基準位置に戻す付
勢力を前記軸部に作用させるねじりバネをさらに具備する、請求項９の内視鏡量流路切替
弁ユニット。
【請求項１３】
　前記着脱位置設定部は、
　前記シリンダー部に移動軸に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記ねじりバネの一端に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリ
ンダー側係合部を前記移動軸に沿って移動することにより、前記ねじりバネから前記付勢
力が作用しない前記軸部を前記シリンダー部に対して着脱するバネ側係合部であって、前
記ねじりバネから前記付勢力が作用しない前記軸部が前記シリンダー部に対して前記基準
位置に位置する状態でのみ、前記シリンダー部の前記周方向について前記シリンダー側係
合部と係合可能な角度位置に位置するバネ側係合部と、
　を備える、請求項１２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１４】
　前記第１の入力モードでの基準位置と前記基準位置から前記所定の回動角度だけ回動し
た前記第２の入力モードでの最大回動位置との間で、前記シリンダー部の前記周方向につ
いて前記軸部が前記シリンダー部に対して回動する状態に、前記軸部の回動範囲を規制す
る回動範囲規制部をさらに具備する、請求項２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１５】
　前記移動軸を中心として前記軸部と一体に前記シリンダー部に対して回動可能な中継部
材をさらに具備し、
　前記回動範囲規制部は、
　前記シリンダー部に前記周方向に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記中継部材に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリンダー側
係合部を前記シリンダー部の前記周方向に移動することにより、前記移動軸を中心として
前記軸部及び前記中継部材を前記シリンダー部に対して一体に回動させる部材側係合部と
、
　を備える、請求項１４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
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【請求項１６】
　前記部材側係合部は、前記シリンダー部の前記周方向について前記軸部が前記基準位置
に位置する第１の係合位置と前記軸部が前記最大回動位置に位置する第２の係合位置との
間の移動範囲でのみ、前記シリンダー側係合部と係合する、請求項１５の内視鏡用流路切
替弁ユニット。
【請求項１７】
　前記回動範囲規制部は、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた状態で前記シリン
ダー部と前記軸部との間を接続し、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた前記状態
で前記基準位置から前記軸部が前記シリンダー部に対して回動することにより、前記軸部
を前記基準位置に戻す付勢力を前記軸部に作用させるねじりバネであって、前記基準位置
から離れる方向に前記最大回動位置から前記軸部が回動しない状態に、前記軸部に前記付
勢力を作用させるねじりバネを備える、請求項１４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１８】
　前記軸部及び前記第１のシール部材は、前記シリンダー部に対して前記移動軸に沿って
一体に移動可能であり、
　前記軸部は、前記外部に対して露出し、前記軸部を前記移動軸に沿って移動させる移動
操作及び前記移動軸を中心として前記軸部を回動させる回動操作を入力する操作入力部を
備え、
　前記操作入力部は、前記移動軸に平行な方向の一方である軸平行外方向から視て前記移
動軸を中心として点対称に形成される入力本体部と、前記移動軸に垂直な平面において前
記移動軸から離れる方向である径外周方向に向かって前記入力本体部から突出しする入力
突出部であって、前記入力突出部により、前記軸平行外方向から視て前記移動軸を中心と
して非点対称な形状に前記操作入力部がなる入力突出部と、を備える、請求項１の内視鏡
用流路切替弁ユニット。
【請求項１９】
　前記操作入力部は、前記軸平行外方向を向く第１の露出表面と、前記径外周方向を向く
第２の露出表面と、を備え、
　前記連通通路の前記開口部は、前記入力突出部において前記第２の露出表面で前記外部
に対して開口している、請求項１８の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項２０】
　請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニットと、　
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットの前記シリンダー部が固定状態で取付けられる保持ケ
ーシングを備える操作部と、
　前記操作部の先端方向側に長手軸に沿って延設される挿入部と、
　を具備する内視鏡。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記目的を達成するために、本発明のある態様の内視鏡用流路切替弁ユニットは、内部
に中空部が形成されるシリンダー部と、前記シリンダー部の内周面に下流側端部が位置し
、前記下流側端部から前記中空部に第１の流体を送る第１の上流側流路と、前記中空部に
挿入された状態で移動軸に沿って延設され、内部に連通通路が形成される軸部であって、
前記連通通路は、開口部で前記シリンダー部の外部に対して開口するとともに、前記軸部
の外周面に位置する内部開口部で前記中空部に対して開口する軸部と、前記移動軸を中心
として回動可能に前記軸部の前記外周面に設けられ、前記シリンダー部の周方向について
前記内部開口部とは離れた角度位置に位置する第１のシール部材と、前記第１のシール部
材によって前記第１の上流側流路の前記下流側端部が閉塞される位置、及び、前記連通通
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路の前記内部開口部が前記第１の上流側流路の前記下流端部と対向する位置に向かって、
前記軸部及び前記第１のシール部材が前記移動軸を中心として前記シリンダー部に対して
回動可能な状態に、前記軸部を前記シリンダー部に取付ける第２のシール部材と、を備え
る。
【手続補正書】
【提出日】平成26年11月6日(2014.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に中空部が形成されるシリンダー部と、
　前記シリンダー部の内周面に下流側端部が位置し、前記下流側端部から前記中空部に第
１の流体を送る第１の上流側流路と、
　前記中空部に挿入された状態で移動軸に沿って延設され、内部に連通通路が形成される
軸部であって、前記連通通路は、開口部で前記シリンダー部の外部に対して開口するとと
もに、前記軸部の外周面に位置する内部開口部で前記中空部に対して開口する軸部と、
　前記移動軸を中心として回動可能に前記軸部の前記外周面に設けられ、前記シリンダー
部の周方向について前記内部開口部とは離れた角度位置に位置する第１のシール部材と、
　前記第１のシール部材によって前記第１の上流側流路の前記下流側端部が閉塞される位
置、及び、前記連通通路の前記内部開口部が前記第１の上流側流路の前記下流側端部と対
向する位置に向かって、前記軸部及び前記第１のシール部材が前記移動軸を中心として前
記シリンダー部に対して回動可能な状態に、前記軸部を前記シリンダー部に取付ける接続
口金と、
　前記シリンダー部に対して移動可能及び回動可能に前記軸部の前記外周面に設けられ、
前記シリンダー部と前記軸部との間を気密及び水密に保つ第２のシール部材と、
　を具備する、内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項２】
　前記第２のシール部材は、複数の第２のシール部材であり、
　前記第２のシール部材は、前記中空部において前記シリンダー部と前記軸部との間に複
数の空間部を形成し、
　前記軸部は、前記第１のシール部材が前記第１の上流側流路の前記下流側端部を閉塞す
る位置に位置する第１の入力モードから前記移動軸を中心として前記第１のシール部材と
一体に所定の回動角度だけ回動することにより、前記第１のシール部材が前記第１の上流
側流路の前記下流側端部を閉塞しない位置に位置する第２の入力モードになり、
　前記第１の上流側流路は、前記軸部の前記第２の入力モードにおいて、前記空間部の１
つである第１の空間部に、前記下流側端部が連通する、
　請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項３】
　前記空間部は、前記第１の空間部と連通可能な第２の空間部を有し、
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットは、前記第１の上流側流路の前記下流側端部から前記
第１の空間部及び前記第２の空間部を通過した前記第１の流体が送られる第１の下流側流
路を備える、
　請求項２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項４】
　前記中空部において前記第１の空間部と前記第２の空間部との間に設けられ、前記軸部
の前記第２の入力モードにおいて前記連通通路の前記開口部が閉塞されることにより、前
記第１の上流側流路を通って前記第１の空間部に送られた前記第１の流体を前記第２の空
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間部に送る第１の流路開閉部をさらに具備する、請求項３の内視鏡用流路切替弁ユニット
。
【請求項５】
　前記空間部は、前記第１の空間部及び前記第２の空間部に対して連通が遮断される第３
の空間部を有し、
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットは、
　下流側端部が前記第３の空間部に連通し、前記第１の流体とは別の第２の流体を前記第
３の空間部に向かって送る第２の上流側流路と、
　上流側端部が前記第３の空間部に連通し、前記第２の上流側流路の前記下流側端部から
前記第３の空間部を通過した前記第２の流体が送られる第２の下流側流路と、
　をさらに備える、請求項４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項６】
　前記軸部及び前記第１のシール部材は、前記シリンダー部に対して前記移動軸に沿って
一体に移動可能であり、
　前記軸部は、前記第１の入力モード又は前記第２の入力モードから前記第１のシール部
材と一体に前記移動軸に沿って所定の距離だけ移動することにより、第３の入力モードに
なり、
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットは、前記軸部の前記第１の入力モード及び前記第２の
入力モードにおいて、前記第３の空間部での前記第２の上流側流路と前記第２の下流側流
路との間の連通を遮断するとともに、前記第３の入力モードにおいて、前記第３の空間部
で前記第２の上流側流路と前記第２の下流側流路との間を連通させる第２の流路開閉部を
さらに備える、
　請求項５の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項７】
　前記第１の流路開閉部は、前記第３の入力モードにおいて、前記連通通路の前記開口部
の閉塞状態に関係なく、前記第１の空間部と前記第２の空間部との間の連通を遮断する、
請求項６の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項８】
　前記第１の流路開閉部は、前記第２の入力モードにおいて前記連通通路の前記開口部が
閉塞された際に、前記第１の上流側流路を通って前記第１の空間部に送られた前記第１の
流体の圧力によって、前記第１の空間部と前記第２の空間部との間を連通させる弁部材を
備える、請求項４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項９】
　前記シリンダー部の前記周方向について前記軸部が前記シリンダー部に対して前記第１
の入力モードでの基準位置に位置する場合にのみ前記シリンダー部に対して前記軸部が着
脱可能な状態に、前記シリンダー部への前記軸部の着脱位置を設定する着脱位置設定部を
さらに具備する、請求項２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１０】
　前記移動軸を中心として前記軸部と一体に前記シリンダー部に対して回動可能な中継部
材をさらに具備し、
　前記着脱位置設定部は、
　前記シリンダー部に前記移動軸に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記中継部材に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリンダー側
係合部を前記移動軸に沿って移動することにより、前記軸部及び前記中継部材を前記シリ
ンダー部に対して一体に着脱する部材側係合部と、
　を備える、請求項９の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１１】
　前記部材側係合部は、前記シリンダー部に対して前記軸部が前記基準位置に位置する状
態でのみ、前記シリンダー部の前記周方向について前記シリンダー側係合部と係合可能な
角度位置に位置する、請求項１０の内視鏡用流路切替弁ユニット。
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【請求項１２】
　前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた状態で前記シリンダー部と前記軸部との間
を接続し、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた前記状態で前記基準位置から前記
軸部が前記シリンダー部に対して回動することにより、前記軸部を前記基準位置に戻す付
勢力を前記軸部に作用させるねじりバネをさらに具備する、請求項９の内視鏡量流路切替
弁ユニット。
【請求項１３】
　前記着脱位置設定部は、
　前記シリンダー部に移動軸に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記ねじりバネの一端に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリ
ンダー側係合部を前記移動軸に沿って移動することにより、前記ねじりバネから前記付勢
力が作用しない前記軸部を前記シリンダー部に対して着脱するバネ側係合部であって、前
記ねじりバネから前記付勢力が作用しない前記軸部が前記シリンダー部に対して前記基準
位置に位置する状態でのみ、前記シリンダー部の前記周方向について前記シリンダー側係
合部と係合可能な角度位置に位置するバネ側係合部と、
　を備える、請求項１２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１４】
　前記第１の入力モードでの基準位置と前記基準位置から前記所定の回動角度だけ回動し
た前記第２の入力モードでの最大回動位置との間で、前記シリンダー部の前記周方向につ
いて前記軸部が前記シリンダー部に対して回動する状態に、前記軸部の回動範囲を規制す
る回動範囲規制部をさらに具備する、請求項２の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１５】
　前記移動軸を中心として前記軸部と一体に前記シリンダー部に対して回動可能な中継部
材をさらに具備し、
　前記回動範囲規制部は、
　前記シリンダー部に前記周方向に沿って延設されるシリンダー側係合部と、
　前記中継部材に設けられ、前記シリンダー側係合部と係合した状態で前記シリンダー側
係合部を前記シリンダー部の前記周方向に移動することにより、前記移動軸を中心として
前記軸部及び前記中継部材を前記シリンダー部に対して一体に回動させる部材側係合部と
、
　を備える、請求項１４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１６】
　前記部材側係合部は、前記シリンダー部の前記周方向について前記軸部が前記基準位置
に位置する第１の係合位置と前記軸部が前記最大回動位置に位置する第２の係合位置との
間の移動範囲でのみ、前記シリンダー側係合部と係合する、請求項１５の内視鏡用流路切
替弁ユニット。
【請求項１７】
　前記回動範囲規制部は、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた状態で前記シリン
ダー部と前記軸部との間を接続し、前記シリンダー部に前記軸部が取付けられた前記状態
で前記基準位置から前記軸部が前記シリンダー部に対して回動することにより、前記軸部
を前記基準位置に戻す付勢力を前記軸部に作用させるねじりバネであって、前記基準位置
から離れる方向に前記最大回動位置から前記軸部が回動しない状態に、前記軸部に前記付
勢力を作用させるねじりバネを備える、請求項１４の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項１８】
　前記軸部及び前記第１のシール部材は、前記シリンダー部に対して前記移動軸に沿って
一体に移動可能であり、
　前記軸部は、前記外部に対して露出し、前記軸部を前記移動軸に沿って移動させる移動
操作及び前記移動軸を中心として前記軸部を回動させる回動操作を入力する操作入力部を
備え、
　前記操作入力部は、前記移動軸に平行な方向の一方である軸平行外方向から視て前記移
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動軸を中心として点対称に形成される入力本体部と、前記移動軸に垂直な平面において前
記移動軸から離れる方向である径外周方向に向かって前記入力本体部から突出しする入力
突出部であって、前記入力突出部により、前記軸平行外方向から視て前記移動軸を中心と
して非点対称な形状に前記操作入力部がなる入力突出部と、を備える、請求項１の内視鏡
用流路切替弁ユニット。
【請求項１９】
　前記操作入力部は、前記軸平行外方向を向く第１の露出表面と、前記径外周方向を向く
第２の露出表面と、を備え、
　前記連通通路の前記開口部は、前記入力突出部において前記第２の露出表面で前記外部
に対して開口している、請求項１８の内視鏡用流路切替弁ユニット。
【請求項２０】
　請求項１の内視鏡用流路切替弁ユニットと、　
　前記内視鏡用流路切替弁ユニットの前記シリンダー部が固定状態で取付けられる保持ケ
ーシングを備える操作部と、
　前記操作部の先端方向側に長手軸に沿って延設される挿入部と、
　を具備する内視鏡。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記目的を達成するために、本発明のある態様の内視鏡用流路切替弁ユニットは、内部
に中空部が形成されるシリンダー部と、前記シリンダー部の内周面に下流側端部が位置し
、前記下流側端部から前記中空部に第１の流体を送る第１の上流側流路と、前記中空部に
挿入された状態で移動軸に沿って延設され、内部に連通通路が形成される軸部であって、
前記連通通路は、開口部で前記シリンダー部の外部に対して開口するとともに、前記軸部
の外周面に位置する内部開口部で前記中空部に対して開口する軸部と、前記移動軸を中心
として回動可能に前記軸部の前記外周面に設けられ、前記シリンダー部の周方向について
前記内部開口部とは離れた角度位置に位置する第１のシール部材と、前記第１のシール部
材によって前記第１の上流側流路の前記下流側端部が閉塞される位置、及び、前記連通通
路の前記内部開口部が前記第１の上流側流路の前記下流側端部と対向する位置に向かって
、前記軸部及び前記第１のシール部材が前記移動軸を中心として前記シリンダー部に対し
て回動可能な状態に、前記軸部を前記シリンダー部に取付ける接続口金と、前記シリンダ
ー部に対して移動可能及び回動可能に前記軸部の前記外周面に設けられ、前記シリンダー
部と前記軸部との間を気密及び水密に保つ第２のシール部材と、を備える。
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